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武力行使開始直後から連日外
務省でイラク緊急対策本部を
開催。大臣政務官会議では新
藤政務官の発案で外務省から
最新情報をリアルタイムで各
省庁に配布することとした。
写真は、総理官邸で会議内容
を説明する新藤政務官。

イラク問題でJNNニュースバ
ードに出演。これまでの外交
努力や小泉総理の決断、日本
の支援策等を紹介。復興は人
的協力を含め、初期段階から
積極的な役割を果たすべきと
の持論を展開。

●
ま
ず
は
じ
め
に
、
イ
ラ
ク
戦

争
で
生
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
哀
悼
を
表
し
ま
す
。

●
イ
ラ
ク
の
復
興
は
、
人
道
支

援
か
ら
復
興
支
援
へ
と
切
れ
目

の
な
い
協
力
が
必
要
で
す
。
私

は
、コ
ソ
ボ
紛
争
を
き
っ
か
け
に
、

「
日
本
の
顔
の
見
え
る
国
際
貢
献
」

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
、国
際
平
和

構
築
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。

●
外
務
大
臣
政
務
官
と
し
て
、

日
本
の
主
張
を
し
っ
か
り
と
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
に
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、

更
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

「
イ
ラ
ク
の
復
興
に
向
け
て
」

カストロ議長に北朝鮮問題について説明

●
二
時
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
同

会
談
で
は
、両
国
間
の
交
流
に
つ
い

て
や
国
際
平
和
に
向
け
て
の
様
々

な
問
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。
日
朝

関
係
に
つ
い
て
話
が
及
ぶ
と
、拉
致

問
題
、
核
開
発
問
題
、
不
審
船
事

案
、
ミ
サ
イ
ル
問
題
な
ど
に
対
し

て
一
貫
し
て
断
固
と
し
た
態
度
を

と
っ
て
い
る
新
藤
代
議
士
が
、
拉

致
に
つ
い
て
の
詳
細
な
経
緯
を
説

明
し
た
。

●
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
国
家
評

議
会
議
長
が
八
年
ぶ
り
に
訪
日
し
、

三
月
二
日
衆
議
院
内
に
て
、
綿
貫

衆
議
院
議
長
や
新
藤
外
務
大
臣
政

務
官
ら
と
会
談
を
お
こ
な
っ
た
。

●
カ
ス
ト
ロ
議
長
は
、「
拉
致
問
題

に
つ
い
て
は
初
め
て
知
っ
た
。こ

の
話
が
聞
け
た
だ
け
で
も
本
日
は

非
常
に
い
い
機
会
を
も
て
た
と
思

う
。
必
ず
解
決
の
道
が
開
か
れ
る

と
期
待
し
ま
す
」
と
語
っ
た
。

●
こ
の
新
藤
代
議
士
の
発
言
を

き
っ
か
け
に
、同
日
午
後
に
外
務

省
飯
倉
公
館
で
行
わ
れ
た
カ
ス

ト
ロ
議
長
と
小
泉
首
相
と
の
会

談
に
お
い
て
も
拉
致
問
題
に
関

す
る
更
な
る
言
及
が
な
さ
れ
、

議
長
は
「
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
で
き
る
限
り
協
力
す
る
用

意
が
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
。

’01年１月に
キューバを公
式訪問した新
藤代議士。
カストロ議長
はじめ政府要
人らとすでに
面識もあった。

「
北
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
」



●
新
藤
外
務
大
臣
政
務
官
は
、
二
月
二

十
日
夜
、
政
府
専
用
機
で
羽
田
空
港
に

到
着
し
た
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
を
出
迎
え
、

日
本
政
府
を
代
表
し
歓
迎
の
言
葉
を
伝

え
た
。

●「
顔
の
見
え
る
国
際
貢
献
」を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
積
極
的
な
外
交
活
動
・

難
民
支
援
活
動
を
展
開
し
て
き
た
新
藤

代
議
士
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復

興
・
難
民
支
援
に
も
長
ら
く
尽
力
し
て

き
た
。

●
昨
年
一
月
の「
復
興
支
援
国
際
会
議
」、

十
二
月
に
首
都
カ
ブ
ー
ル
で
開
か
れ
た

「
善
隣
友
好
会
議
」に
出
席
。紛
争
予
防
、

地
雷
・
不
発
弾
の
除
去
、難
民
の
定
住
、

教
育
、保
健
医
療
な
ど
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
議
論
や
提
言
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

●
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ル
ザ
イ
大
統

領
は
、
日
本
政
府
が
開
催
す
る
「
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
『
平
和
の
定
着
』
東
京
会

議
」
に
出
席
す
る
た
め
日
本
を
公
式
訪

問
し
た
。

当日のＮＨＫニュースより

●
ま
た
、
会
議
の
合
い
間
を
縫
っ
て
、

新
藤
政
務
官
主
催
で
、
平
山
郁
夫
東
京

藝
術
大
学
長
他
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
関

係
の
学
識
経
験
者
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
を

招
い
て
、
一
行
を
歓
迎
す
る
昼
食
会
が

行
わ
れ
た
。

●
今
回
の
『
平
和
の
定
着
』
東
京
会

議
に
は
、
川
口
外
務
大
臣
、
緒
方
貞

子
ア
フ
ガ
ン
支
援
総
理
特
別
代
表
、

ま
た
、
米
、
英
、
独
、
Ｅ
Ｕ
、
国
連

支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
世
銀
な
ど
の

三
十
五
ヵ
国
の
代
表
と
国
際
機
関
が

参
加
。

●
安
定
し
た
復
興
と
平
和
構
築
の
た

め
重
要
な
鍵
と
な
る
治
安
の
分
野
を

テ
ー
マ
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お

け
る
元
兵
士
の
武
装
解
除
、
動
員
解

除
や
社
会
復
帰
等
の
プ
ロ
セ
ス
を
進

め
る
た
め
の
具
体
的
な
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

昨年末にも大統領官邸（カブール）で会談

今回の大統領来日に際して、日本政
府は２度の食事会を設けた。ひとつ
は小泉総理主催の夕食会であり、も
うひとつは新藤政務官主催の昼食会。
新藤政務官は、昨年末のアフガニス
タン訪問の際に大統領はじめアブド
ラ外相ら政府要人と会談しており、

再会を祝し、２時間半に及ぶ懇談を
もった。
その中で、来年３月予定の公共輸送
バス供与事業に先立ち、中古バス・
救急車・消防車等の供与事業の考え
を新藤政務官が提言。大統領の同意
を得て話が進められることになった。

新藤代議士が緒方貞子氏と会うのは
今回で２度目。'99年８月、党コソボ
難民支援対策の責任者として、当時
国連難民高等弁務官の緒方氏と日本
のコソボ支援について協議。神戸震
災で使用され不要となった仮設住宅
500戸を贈呈した。
既に面識のある二人だけに、今回も
スピーディな意思交換が行われた。

●
第
八
回
Ｏ
Ｄ
Ａ
総
合
戦
略

会
議
が
、
外
務
省
飯
倉
公
館

に
て
二
月
二
十
六
日
に
開
催

さ
れ
、
川
口
大
臣
と
と
も
に

新
藤
外
務
大
臣
政
務
官
が
出

席
し
た
。

●
同
会
議
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の

国
民
参
加
を
具
体
化
し
、
国

別
援
助
計
画
の
策
定
等
を
通

じ
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
調
整
官
庁
と
し

て
の
外
務
省
の
機
能
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年

六
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。

●
今
回
は
、
緒
方
貞
子
・
人

間
の
安
全
保
障
委
員
会
共
同

議
長
も
出
席
。
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き

政
府
開
発
援
助
大
綱
の
見
直

し
に
つ
い
て
自
由
討
議
等
が

行
わ
れ
た
。

最新の活動はホームページでご覧いただけます。
また、皆様のご意見も教えてください。


